
船舶事故調査報告書 

令和３年８月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和３年１月１７日 １６時３０分ごろ 

発生場所 広島県呉
くれ

市黒
くろ

島西方沖（エビガヒレ） 

西五番之砠
に し ご ば ん の ば え

灯標から真方位１２２°１,６００ｍ付近 

（概位 北緯３４°０３.５′ 東経１３２°２７.３′） 

事故の概要 プレジャーボート T S G
ティーエスジー

Ⅱは、北北西進中、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和３年１月２５日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート TSGⅡ、６.２トン 

 ２７０－４８４９９広島、ＴＳＧホールディングス株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊 

 負傷者 なし 

 損傷 プロペラ及びプロペラシャフトに曲損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風速 約５.４m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.４ｍ、潮汐 下げ潮の中央期、潮高 約１６８cm

（呉） 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、知人３人を乗せ、ＧＰＳプロッタ

ーを広域表示で作動させ、手動操舵で約１３～１５ノットの対地速力

で黒島西方沖を北北西進中、エビガヒレ（干出岩、以下「本件干出

岩」という。）に乗り揚げた。 

船長は、黒島沖をこれまでに何度か航行したことがあり、本件干出

岩の存在を知っていたが、本件干出岩は本船の進路より右舷方の黒島

寄りに存在するものと思っていた。 

分析 本船は、北北西進中、船長が、本件干出岩が本船の進路よりも右舷

方の黒島寄りに存在すると思い、同岩の正確な位置を確認しないまま

航行を続けたことから、本件干出岩に向かう針路となっていることに

気付かず、本件干出岩に乗り揚げたものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が北北西進中、船長が、本件干出岩が本船の進路よ

りも右舷方の黒島寄りに存在すると思い、同岩の正確な位置を確認し

ないまま航行を続けたため、本件干出岩に向かう針路となっているこ

とに気付かず、本件干出岩に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、ＧＰＳプロッターの表示を適切に切り替えて、船位や浅

所の位置などを確認しながら航行すること。 

・船長は、事前に航行予定海域の干出岩等の障害物を海図等で把握



 

しておくこと。 


